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【繰越明許費】

2款総務費 1項総務管理費

事業名

【単独】庁舎等施

設整備事業費

※過疎対策事業債充当率 100%く交付税措置率 70%)

金額

予算現額

6目財産管理費(予算説明書 48~49ページ)

1 事業概要

野母崎診療所建物は建築後 17年を経過しており、老朽化とともに沿

岸部特有の塩害などにより傷みが激しい雨戸の改修工事を行うととも

に、耐用年数を迎える LP ガス供給バルク及び警報システム並びに非常

用発電設備のオーバーホールを行うための改修工事を行うもの。

支出予定額

繰越朋許額

千円

74,200

国庫

45,490

2 事業内訳

千円

0

地方債※

18,500

財源内訳

(1)雨戸改修工事

千円

74,200

0

(2) LP ガス供給バ'ルク改修工事

その他

( 3 )

ア

0

45,400

千円

0

項

一般財源

警報システム改修工事

空調機の運転・故障表示等の警

18,500

目

イ

報表示盤更新

千円

0

0

火災時等に放送する非常放送

盤更新

火災発生時に周囲に知らせる

自動火災報知受信盤更新

ウ

0

(4)非常用発電設備改修工事

90

予算現額

0

4,473 千円

3 繰越事由

2 (3)の警報システム改修工事において、更新予定である盤のうち、

アの空調機の運転・故障表示等の警報表示盤は、受注生産の機器であり、

製作図を起こし、工場で機器製作を行うが、新型コロナウイルス感染症

の影響により、機器の製作が年度の中ごろから納期が遅れ始め、年度内

に完成することができなくなったことによ.り'繰り越すもの。

6,578 干円

支出予定額

4,183 千円

斗

35,3的千円

4,991 千円

繰越明許額

27,760 千円

9,981 千円

0 千円

74,200 千円

0 干円

26,335 千円

18,500 千円

45,490 千円 18,500 千円

0 千円

合



【繰越明許費】

3款民生費 1項社会福祉費

(予算説明書 52~53 ページ)

事業名

後期高齢者医療

事業特別会計繰

出金(事務費繰出

金)

金

i0目後期高齢者医療事業費

1 事,業概要

一般会計からの繰出し対象のーつである後期高齢者医療事業特別会計

一般管理事務費のうち、委託料において国の税制改正に対応するため、後

期高齢者医療システムの改修を行う必要があるもの。

補正後の額

額

支出予定額

千円

229,037

繰越明許額

国庫

222,912

千円

0

事務費繰出金(内訳)

県費

財源内訳

6,125

【一般会計】

千円

0

0

その他

令和2年度支出

1,386千円

0

ノ

千円

0

一般財源

0

フ,511千円

0

千円

229,037

令和3年度支出

6,125千円

(繰越)

2

0

繰越事業内訳

0

後期高齢者医療事業特別会計繰出金

(後期高齢者医療システム改修業務委託)

222,912

、

システム改修事業費(内訳)

8,204千円(総事業費)=

フ,511千円(一般会計繰入)+693千円(国庫補助)

6,125

3 繰越事由

後期高齢者医療事業特別会計一般管.理事務費において、後期高齢者医療

システム改修事業費 8,204 千円のうち 6,125 千円を繰り越すことから、そ

の財源である後期高齢者医療事業特別会計繰出金について同額を繰り越

すもの。

【特別会計】

令和2年度支出

2,079千円

=1,386千円+693千円

項 目

令和3年度支出

6,125千円

(繰越)

繰越明許額

2

千円

6,125
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款

予算説明書

4

衛生費

1 概要

夜間及び年末年始における軽症救急患者の診療を行う「長崎市夜間急患センター」に併せて

開局する調剤薬局に対し補助を行い、一次救急医療体制の確保を図るもの。

今回、新型コロナウイルス感染症の影響により、調剤薬局の受付件数及び調剤収入が減少

したため、運営費補助金の増額補正を行うもの。

項

保健衛生費

目

1

保健衛生
総務費

2 事業内容

(1)内容

ア補助金交付先

一般社団法人長崎市薬剤師会

イ補助の対象及び補助金額

(ア)人件費

(イ)薬剤費

(ウ)施設管理費

(エ)事務費

(オ)補助金の額は、上記(ア)から(エ)の補助金の交付対象となる経費から当該事業に

係る収入を減じて得た額

ウ事業開始年度

昭和63年度

番号

1-1

49,573

事

長崎市薬剤師会調剤薬

局運営費補助金

業 名 補正額

千円

14,414

3 補正予算の内容

(わ補助対象内訳(調剤薬局の収支)

則又入】

長崎市からの補助金

保険調剤費収入等

区分

【支出】

人件費

薬剤費

区分

施設管理費

当初予算額

事務費

・十

25,009

28,644

53,653

当初予算額

補正額

36,416

フ,170

14,414

'18, 494

3,898

▲4, 080

6,169

53,653

補正額

補正後予算額

(単位:千円)

▲656

▲3,070

39,423

3

10,150

49,573

▲354

▲4,080

補正後予算額

(単位:千円)

35, 760

4,100

3,898

5,815



(2)補正の理由

新型コロナウィルス感染症の影響による受診控え等の理由により、夜間急患センターの患者
数が減少したことに伴い、調剤薬局の受付件数及び調剤収入が減少したため。

4 財源内訳

事業費

千円

14,414

5 受付件数及び調剤収入(令和2年度2月以降は見込み)

【受付件数】

国庫支出金

年度

月

R フU

①

千円

4月

R2

②

県支出金

財

723

②・①

5月

【調剤収入】

285

J ゛、

千円

870

▲438

6月

年度

地方債

249

月

625

内

▲621

7月

R兀

①

264

4月

R2

②

642

千円

'361

8月

,

1,757

312

②①

5月

その他

754

'330

9月

956

2,139

,

322

'801

6月

636

10月

'432

千円

819

1,41 1

▲1,320

265

7月

一般財源

613

11月

▲371

832

1,478

265

i

▲579

8月

千円

14,414

6000

579

12月

▲348

967

1,805

5000

221

'511

9月

1,162

'358

1月

4000

1,043

1,460

267

10月

'762

1,487

3000

'895

2月

X-ーく.→(ー

844

0

^R元年度収入

^R2年度収入

ー^R元年度件数

ー・→く、 R2年度件数

1,485

2000

Ⅱ月

255

▲616

654

'1,232

3月

1000

815

1,578

210

12月

▲670

(件)

382

▲444

斗

658

4,001

今く^X

150

▲920

1月

9,127

4月

1 757

956

723

285

'232

825

5,099

▲3,176

3,065

2月

5月

2139

819

870

249

▲6,062

",(一岨X

788

1,703

▲4,311

6月

1411

832

625

264

3月

(千円)

600

7月

1478

967

642

312

8剖

'1,103

^ー

計

8月

1 805

1043

754

322

403

24,797

'478

9月

1460

844

636

265

9,550

▲15,247

10月

1485

815

613

265

10,000

→(、

Ⅱ月

1 578

658

579

221

1,000

X

12月

4001

825

1 162

267

4

1月

50舶

788

1487

255

100

2月

1 703

600

654

210

10

3月

B81

403

382

150

訳

件
数
(
件
)

」
、

収
入
(
千
円
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款

予算説明

4

衛生費

1 概要

長崎市診療所事業特別会計において、野母崎診療所の歳入における外来収入の減及び

歳出における総務費(施設管理運営費:給与及び光熱水費等)、医業費(医業費:医療用

機械器具費及び医療用消耗器材費)において、当初の見込みを下回ったことにより、

般会計からの繰出金を増額補正するもの。

保健衛生費

項 目

Π

診療所費

番号

(1)特別会計歳入:外来収入

1-1

事

区分

外来収入

診療所事業特別会計繰

出金

業 名

野母崎診療所の利用状況

患者数・(医科)

1日当たり平均患者数

区分

1人当たり診療単価

予算現額 A

補正額

94,114 千円

(2)特別会計歳出:総務費

5,

千円

933

当初見込

施設管理運営費

区分

19,227 人

決算見込額

79.1 人

4,8鮖円

A

(3)特別会計歳出:医業費

84014 千円

区分

日

決算見込

予算現額

医業費

168,319 千円

16,005 人

(4)特別会計に対する一般会計繰出金

B-A

価.9 人

差引

▲10,100千円①

5,249円

B

A

補正予算額

区分

日一A

予算現額

40,234 千円

決算見込額

差引

165,652 千円

▲3,222 人

A

B-A

'13.2 人

354円

B

'10,100 千円①

歳入

決算見込額

38,734 千円

A

差引

'2,667 千円②

B

B-A

▲4,167 千円(②一③)

歳出

差引

▲1,500 千円③

B

5

B-A

繰出金

5,933 千円

書


